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Jの Gerund(動詞列)を使う構文
－Keplerの第３法則の計算を例として－

西川　利男

　Jには、他の言語ならば、プログラムを組まなくてはならない処理を数行のコーデ

ィングで行えるGerund(動詞列)という構文がある。ちょうど最近、読んでいた本に

Keplerの第３法則の計算があった。これを例として、Jのgerund構文の使い方につい

て、まとめてみた。

１．Keplerの第３法則

　これは、次のようなものである。

米沢富美子「人物で語る

物理入門」（上）p. 35-

37, 岩波新書(2005)
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２．JのGerund（＝動詞列）を使う構文－１

・JのGerundとは、いくつかの動詞をtie(`)でつないで作る動詞列のデータである。

　このままでは、実行できない。

　（決して、英文法でいう動名詞と同じであるなどとして理解しないほうがよい。）

・これを実行するには、機能に応じた、Jのプリミティブの組み合わせ(`:nや /.や/

や@.)を Gerundの後ろに付けた次のような構文で行う。

　具体的な例で示す。

(1) 動詞列と値の列との演算を行って、値を配列として返す。

     +: ` *: ` %: (`:0) 1 2 3 4 5

2       4       6  8      10

1       4       9 16      25

1 1.41421 1.73205  2 2.23607

(2)  動詞列と値の列との演算を行った結果から、斜め(/. Oblique)の値を取り出す。

   +: ` *: ` %: /. 1 2 3 4 5

      2

      4

1.73205

      8

     25

   

(3) 配列でなく値の並び（リスト）として取り出すには、つぎのようにすればよい。

   ,　@(+: ` *: ` %: /.) 1 2 3 4 5

2 4 1.73205 8 25

　まだ、他にGerund（＝動詞列）を使ったいろいろの構文があるが、

後の節４、５に示す。
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３．Keplerの第３法則の計算

　Gerundの構文を使って、Keplerの計算を行ってみよう。

プログラムはつぎのようになる。

NB. Kepler Calc.

Planet =: ". ] ;._2 (0 : 0)

 0.2408 0.3871

 0.6152 0.7234

 1      1

 1.881  1.524

11.86   5.201

29.50   9.545

84.02  19.55

164.8  30.11

248.5  39.54  

)

square =: *:

cube =: 3 : 'y. ^ 3'

kepler =: , @(square ` cube /.)

　実行したようすはつぎのようになる。

   Planet

0.2408 0.3871

0.6152 0.7234

     1      1

 1.881  1.524

 11.86  5.201

  29.5  9.545

 84.02  19.55

 164.8  30.11

 248.5  39.54

   kepler "(1) Planet

0.0579846 0.0580055

 0.378471  0.378561

        1         1

  3.53816   3.53961

   140.66   140.689

   870.25   869.617

  7059.36   7472.06

    27159   27298.1

  61752.3   61817.3

   %/"(1) kepler "(1) Planet

0.99964 0.999763 1 0.999592 0.99979 1.00073 0.944768 0.994906 0.998948
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４．JのGerund（＝動詞列）を使う構文－２

　まだ、他にもいろいろなGerundを使う構文がある。

(4) 動詞を次々と挿入する。

   + ` * (`:3) 1 2 3 4 5

47

   + ` * / 1 2 3 4 5

47

   1 + 2 * 3 + 4 * 5

47

このとき、Jでは右から演算されることに注意！

以下のように演算されて、値が得られる。 

   1 +  2 *  3 +  4 * 5

             3 + 20

        2 * 23

   1 + 46  

  47

(5) 動詞列をforkや hookとして実行する。

   + ` * ` - (`:6) 1 2 3 4 5

_1 _4 _9 _16 _25

   

   (+ * -) 1 = (+1) * (-1)

_1

   (+ * -) 2 = (+2) * (-2)

_4

   (+ * -) 3 = (+3) * (-3)

_9

   (+ * -) 4 = (+4) * (-4)

_16

   (+ * -) 5 = (+5) * (-5)

_25

 

５．JのGerund（＝動詞列）を使う構文－３   

(6) 次は、@.以下の条件によって、動詞列から１つの動詞を選択して実行する。

   2 (+ ` ^)@.(<) 3  NB. 2<3 => true(1) => 2 ^ 3

8

   3 (+ ` ^)@.(<) 2  NB. 3>2 => false(0) => 2 + 3

5 

(7) 次のような再帰的定義、fact階乗もGerund構文で可能である。

   fact =: 1:`(] * $:@<:)@.*

   fact 5

120

- 4 -



(補注） 次でもよい

square=: *:

cube=: ^&3

kepler=: ,@(square ` (cube) /.)
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